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             工学部における統計工学の教育
                       東京理科大学工学部芳賀敏郎
 東京理科大学工学部経営工学科と慶魔義塾大学理工学部計測工学科で統計工学および，それ
に関連する科目を担当した経験に基づいて，私見を述べる（芳賀（1991））．
 ・統計の専門家を育てるための教育ではない．統計の基礎理論まで遡って教育する必要はな
い．データから情報を抽出する手法としての統計技術を正しく理解させることが必要である．
 ・学生は統計を勉強する積極的な動機を持っていない．単位を取らなければ卒業できないと
いう動機だけである学生に，どのように教えたら良いかを工夫しなければならない．
 ・「将来統計が必要になったときのために，基礎理論を教えておく」という目的で数理統計学
の基本を教えても，将来それが役に立つ可能性は低い．教養課程の数学で線形代数が講義され
ているはずであるが，専門課程の線形計画法や回帰分析の講義で，線形代数の知識がほとんど
役にたたない．教養課程の数学で確率・統計が講義されると，専門課程に入ってから，「確率・
統計は面白くない」というアレルギーを除くためにかなりの時間を割がねばならない．
 ・統計の理論を教えるのではなく，学生の専門分野で統計がどのように役立つかを具体的な
例で教えることにより，統計に興味を持たせる．
 ・数式を示すときは，その証明を示すために時間を使うのは無駄である．その式がどのよう
な前提で導かれたものであるかと，その式がどのような意味をもっており，どのように使われ
るのかを説明するために時間を使うべきである．式の意味の説明は，具体的な例を通して理解
させる．分散の加法性についての例を次に示す．
 例1：2つの部品を組合せて製品とする場合に，各部品の寸法の標準偏差ζ組立て品の寸法の
標準偏差の関係を説明するだけでなく，バラツキの小さい部品の寸法精度を改善しても，組立
て品の寸法精度はあまり改善されないことを示す．これから，品質管理などで，総合特性を改
善したいときの考え方を説明する．
 例2：2＝伽十妙（κ，ツが独立）のとき，σ、＝（α2σ隻十ろ2σ隻）1／2となることを説明したのち，次
の問題を考えさせる．“男子学生の体重κがM（60，82），文字学生の体重ツがM（50，62）である
とき，エレベータに男子学生が3人，女子学生が2人乗った．300kg以上でブザーが鳴るとす
れば，ブザーの鳴る確率はいくらか．”
 このとき，z＝3κ十2yと黒板に書くと，σ、＝阿とする学生とσ、＝面と
する学生がでる．どちらが正しいかを考えさせる．
 例3：計測工学の学生に対して，次の問題を考えさせる．“200グラムを計量するときの計量
誤差が10グラムであるとする．内容量が200グラム以上であることを95％の確率で保証する
ためには，計量機の目標値200＋αグラムをいくらにすればよいか．100グラムを計量するとき
の計量誤差が5グラムであるとする．100＋αグラムを2回独立に計量して包装するとき，同様
の保証をするためにはαをいくらにすればよいか．後者の方法が平均内容量を小さくすること
ができることを確認せよ．”測定誤差が目標値に比例し，計量誤差が独立である（波を打たな
